
消費者起点のよきモノづくり

～“相談”から改めるべき点が見えてくる～

商品を選びやすく ⇒商品の用途をわかりやすく伝える

花王株式会社

生活者コミュニケーションセンター

2012年2月

消費者との対話のあり方研究会
～事 例報 告～



花王の製品
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ビューティーケア
2010年度売上高：5,335億円

（前年同期比：▲2.6%／売上構成：45.0%）

サロン向け商品
プレステージ化粧品
プレミアムスキンケア
プレミアムヘアケア

ヒューマンヘルスケア
2010年度売上高：1,757億円

（前年同期比：▲4.0%／売上構成：14.8%）

機能性食品・飲料
オーラルケア
血行促進製品
（入浴剤、
温熱シート等）

サニタリー製品

ファブリック＆ホームケア
2010年度売上高：2,790億円

（前年同期比：+0.8%／売上構成：23.5%）

衣類用洗剤
洗濯仕上げ剤
キッチンケア
浴室ケア
トイレケア
リビングケア

ケミカル
2010年度売上高：2,319億円

（前年同期比：+11.6%／売上構成：16.7%）

油脂
機能材料
スペシャルティ
ケミカルズ



消費者とのインテリジェンスの交換とそれを支える花王の組織･機能

消費者／生活者消費者／生活者

販売店販売店

花花 王王

商品評価情報 商品情報

商品情報、購買者情報

店頭提案、広告・販促計画
POS情報、店舗情報

広告 消費者情報

商品評価情報

広告反応情報

生活者ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ｾﾝﾀｰ

エコーシステム

ビューティケア事業ユニットビューティケア事業ユニット

ヒューマンヘルスケア事業ユニットヒューマンヘルスケア事業ユニット

ファブリック＆ホームケア事業ユニットファブリック＆ホームケア事業ユニット

ケミカル事業ユニットケミカル事業ユニット

研究 生産 販売

事業ユニットと機能ユニットのマトリックス運営

コーポ
レート

花王の事業活動と更なる成長に向けた改革

• 消費者起点に立った事業ﾕﾆｯﾄ制

• より広い視野でのグローバルな

事業展開





全身洗浄料の詰替え用パウチ全身洗浄料の詰替え用パウチ

「お風呂で使うものなので、塗れた手で
開けようとすると､すべって開けにくい」

「うまく切れずに中身をこぼした」

注ぎ口のタブを､しっかり指で
つまめるよう大きくして、開け
やすく した

ハサミを使わずにハサミを使わずに, , より開けやすい容器を目指してより開けやすい容器を目指して

しっかりつまめてしっかりつまめて
開けやすく開けやすく

つめかえ用パウチ開け口タブの改良

パウチ品パウチ品の開け口を濡れた手でも切りやすくの開け口を濡れた手でも切りやすく改良改良

改良前 改良後



全身洗浄料の詰替え用パウチ全身洗浄料の詰替え用パウチ



• 発売後はもちろん、消費者からの声は商品開発の段階で必ずチェックしている

• 商品発売前に、類似商品で寄せられた消費者の声をエコーデータで確認し、消費
者の行動に基づいたチェックリストを作成、想定される使用実態に即したテスト等
を実施する。

声を開発に活かす： 商品開発チェックリスト

消費者行動 選ぶ・買う 使う 保管する 詰替、廃棄
する

品質等チェックポ
イント
容器デザイン、表示、
使用・保管時の不具合、
その他

チェック項目

チェック担当部門

新製品の類似商品、改良前品の

エコーデータを確認し、商品ごとに

チェック項目を作成、担当部門が確認

新製品の類似商品、改良前品の

エコーデータを確認し、商品ごとに

チェック項目を作成、担当部門が確認

関連部門担当者（研究、生産、安全、品質、消費者等）が協力して

チェック項目を提案し、チェックリストを作成。チェック担当者を決める。

結果によっては、手直しや表示の修正を繰り返す。



容器前面に用途を表示



容器前面に用途を表示

商品の用途は何か？洗剤か？柔軟剤か？



容器前面に用途を表示

2010年2月 ＵＤプロジェクト発足

誰にでも、分かりやすく、買いやすく、使いやすい
表現の開発

全商品横断でのカテゴリー表示



容器前面に用途を表示

店頭で商品を選ぶ時だけでなく家庭で使用する時にも、

似たような商品を間違えて使ってしまう場合がある。

そこで、全商品の容器正面の同じ位置に、わかりやすい

用途名を表示することに。



その他のＵＤプロジェクト活動の事例



花王ミュージアム

(1)明治の創業以来、清浄文化や清浄生活の

向上に深く関わってきた花王が関連する
史料を収集展示し、幅広い世代の多くの
人たちに学ぶ機会、学ぶ場を提供する。

(2) 企業・事業の歴史や、創業者をはじめとする
経営陣らのおもいと行動を振り返り、「今」を
理解し、「将来」を考える歴史を通して企業人
がこれからの社会変化への対応を考えるうえ

での示唆を得る場を提供する。

１．“清浄文化”の伝統・歴史をまとめ公開する。
２．花王グループ社員の求心センターとする。
３．花王の“いま”の姿を的確に伝える。コミュニケーションセンターの役割も果たす。

設立趣旨

基本的目的

90年「清潔と生活の小博物館」開設 ⇒０７年１月 「花王ミュージアム」 一般公開

・来館者：０７年 ６月 １万名 ⇒０８年１月 ２万名 ⇒⇒１１年７月 ８万７千名

（１）国内外の企業人 （２）学校関係者（小中学生約２割） （３）婦人団体など （４）ﾏｽｺﾐ関係者



エコテクノロジーリサーチセンター（ＥＴＲＣ）

２０１１年６月、花王和歌山事業場内にオープン

•研究棟；素材開発を中心としたエコイノベーション研究を集約。植物バイオマス等の
再生可能原料の高度利用、非可食油糧植物の開発、節水型製品を支える基盤技術
を研究。また、水、食料、グリーンケミカルスの分野で、将来の事業の核に育つような
次世代環境技術の開発にも取り組む。

•花王エコラボミュージアム（要予約）；ＥＴＲＣの１階に併設。花王の環境に配慮したモ
ノづくりや先端のエコ技術を展示、映像、体験プログラムなどを通じて紹介。

ＥＴＲＣと温室（全景） 花王エコラボミュージアム 70



２１世紀を生きるこどもたちが
「日本の清潔文化を誇りに思い、

健やかでこころ豊かな生活を実現する」
ことを支援するための

花王のリソースを活かした次世代育成活動

学校教育活動

小学校低学年 おそうじ講座（出張授業）

小学校低学年 手洗い講座（出張授業・工場見学）

小学生・学生 環境講座（出張授業）



消費者団体とのコミュニケーション
～衣料用洗剤の安全・安心について～

基調講演 パネルディスカッション

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ


